
 
 

3.1.3.2 第 2 回設計業務打合せ 

 

 

 

 

議 事 次 第 
 

 

 

１．開催日時 

令和７年２月２１日（金） １０：００～１２：００ 

 

２．開催場所 

  WEB 会議形式（Teams） 

 

３．議  事 

（１）開  会                １０：００～１０：１０ 

 

              

（２）議  事                １０：１０～１１：５０ 

   ・第１回打合せの意見を踏まえた施工計画・仮設計画の検討について 

      

 

（３）閉  会                   １１：５０～１２：００ 
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印旛沼二期地区 一本松機場斜面配管改修に係る 
第２回設計業務打合せ 出席者名簿 

 
所 属 ・ 役 職 氏  名 

【外部技術者】 

   

    

 

【関東農政局】 

関東農政局 農村振興部 水利整備課 課長補佐 

関東農政局 農村振興部 水利整備課 国営第２係長 

印旛沼二期農業水利事業所 所長 

印旛沼二期農業水利事業所 技術次長 

印旛沼二期農業水利事業所 調査設計課長 

印旛沼二期農業水利事業所 工事第一課長 

印旛沼二期農業水利事業所 工事第二課長 

印旛沼二期農業水利事業所 環境専門官 

印旛沼二期農業水利事業所 施設再編専門官 

印旛沼二期農業水利事業所 設計係長 

印旛沼二期農業水利事業所 工事第３係員 

土地改良技術事務所 次長 

土地改良技術事務所 専門技術指導官（土木技術１） 

土地改良技術事務所 技術専門官 

土地改良技術事務所 建設技術課 技官 

 
【コンサルタント】 

  

  

  

 

 
 
 

 

  

   

（五十音順） 

 

後藤 正志 

川戸 重英 

渡邊 史郎 

及川 公朗 

谷 悠一郎 

親谷 吉雄 

榎屋 忠生 

染井 規宏 

中村 建治 

熊辻 大輝 

佐藤 唯衣 

高阪 快児 

竹内 光人 

尾美 広幸 

櫻井  佑 
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3.1.3.2.1 開催状況 
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3.1.3.2.2 議事録 

 

議事 

 ・第１回打合せの意見を踏まえた施工計画・仮設計画の検討について 

 

資料 

 ・第２回 外部技術者検討委員会説明資料 

 

冒頭、関東農政局印旛沼二期農業水利事業所 渡邊所長より挨拶後、「印旛沼二期農業水利事

業 一本松機場斜面配管実施設計業務」の受注者より第１回委員会での外部技術者意見と今後の

設計方針について説明を行い、外部技術者との意見交換を行った。概要は以下の通り。 

 

議事録（質疑応答） 

１．斜面工について（No.1～No.3、補足資料①～④） 

委員  資料 P.3 補足資料①（2/2）の防護柵について、頑丈な仕様で検討されている

のであれば大型土嚢一段を鋼矢板背面に追加し補強を行うまでは必要ないので

はないか。 

委員 ロッククライミング工法のアンカーについて、上部で引っ張る 0.45 ㎥のバッ

クホーの搬入は、資料 P.2 補足資料①（1/2）の図面に記載があるが、斜面上部

の工事用道路を自走して、施工ヤードまで進入するということでよいか。 

 

然り。斜面頂上部の近傍に耕作道がありそこから進入する計画である。 

委員 現場を見たところでは、頂上から上は勾配が急に見えたが問題ないか。 

 

斜面上部の台地部分にほぼ水平の耕作道があり、そちらを使って進入する。耕

作道で幅が狭いので拡幅を行いながら進入する。 

委員 了解した。その他、水路を跨がって左右にアンカー用のバックホーを配置して

いるが、土嚢等を置いて「渡り」を造るイメージか。 

 

設置箇所は水路トンネルの上部となっているので水平である。荷重を考慮し

て敷鉄板を敷くことは必要かもしれないが、土嚢で埋める等の対応は必要ない。 

委員 トンネルの上の地表部に配置ということで理解した。資料 P.3 補足資料①

（2/2）の防護柵の軽量鋼矢板は型の仕様まで決まっているか。 

 

具体的な仕様まではまだ決めていない。 

委員 今後、衝撃荷重等を考慮して決めるということか。 

 

然り。 

  

２．一本松配管 Case1（既設路線で鞘管工法）について（No.4・5、補足資料⑤） 

委員、

委員 

特に問題ない。 

   

３．一本松配管 Case2：新規路線で新設官布設について（No.6～8、補足資料②、⑥、⑦） 

委員 クレーン作業について、資料 P.8 補足資料⑥では“ラフタークレーン 25t を

委 員 確 認 済 

関東農政局確認 済 
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使用し 80%性能で 4m 管を吊ることが可能”と記載がある。一方で資料 P.5 補足

資料③では、ラフタークレーン 70t を用いることになっている。70t を用いた場

合、“配管長を伸ばすことが可能”、“安全性を高めるために 70t を使用”のどち

らか。 

 

70t を用いる場合、配管長を長くすることを想定している。 

委員 現在は 25t で検討されているが、70t を使えば配管長を長くできるので、今後

配管長を再検討する可能性があるということか。 

 

然り。機場への進入計画も踏まえてどちらのクレーン仕様が良いのか検討を

行う予定である。 

委員 了解した。クレーン仕様変更による 300kg の能力アップだと管長換算すると

どれぐらいの長さになるか。 

 

4m が 4.5m 程度になる。 

委員 溶接の箇所が 1 カ所減るか減らないかのイメージか。 

 

然り。 

委員 70t を採用するメリットがあるかないかは、全体管割も関係した検討事項にな

ってくる。 

 

左岸側の師戸配管はサイズがφ600 で小さく軽いため 70t を据えることで右

岸側のヤードから管を吊り込むことも可能となる可能性があり、今後検討を行

う予定である。 

委員 資料 P.4 補足資料②の吹付工について、吹付工は永久構造物となるか仮設と

なるかどちらか。またそれによってラス網を入れる入れない等の検討はされて

いるか。 

 

モルタル吹付は最終的には永久構造物とする想定であるが、補足資料②に示

している図が不適正である。まず仮設としてラスなしの吹付を行い、仕上げ段階

で永久構造物としてラスを入れてもう一層吹付を行う構造とする予定である。 

委員 仮設と仕上げで仕様を変更して吹付を行うということでよいか。 

 

然り。 

  

４．師戸配管における斜面配管の溶接継手施工について（No.9） 

 （特に確認コメント無し） 

  

５．吐出水槽（No.10・11、補足資料⑧、⑨） 

委員  ワイヤーソーの切断面について底版近くは切り残しが発生するためチッピン

グにより仕上げを行う対応でよい。一方、側壁の切断端面は露出してしまうので

面に対してアンカー打設や一体化のためのチッピングを行う等は検討されてい

るか。 

 

コンクリートを打ち継ぐ場合にはチッピング等による一体化が必要である

が、資料 P.10 補足資料⑧は撤去計画図でそこまでは示していない。施工に対す

る留意事項の検討段階で整理を行う。 
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委員 補足資料⑧平面図について、一本松配管側のライナープレートの位置をずら

したということであるが、トンネルの入口に近接しておりアンカー施工が可能

なのか疑問である。 

委員 今の 委員のコメントに関連するが、一本松配管側のライナープレートに

ついて頂部の押さえコンクリートを設置するスペースは残っているか。 

 

ご指摘のとおり、ライナープレートのトンネル側のスペースは狭小なため再

度検討を行う。 

委員 ライナープレートの施工を行う際、トンネル側の法面下部を掘削するので法

面下部がコンクリート構造になっているのであれば、構造としての安定検討も

必要になってくる。 

  

６．全体工事の概略スケジュール（No.12、補足資料⑩） 

委員 Case2 の新設管布設について、１年目の施工が 4月からになっているが材料の

製作期間は含まれているか。事前に製作を行うことを考えているか。 

 

材料は 1 年目の 4 月より前から製作しておき管布設まで調達すること想定し

ている。掲載している行程表にはそこまで記載できていない。 

委員 Case2 の同時施工スケジュールについて、吐出水槽構築後に 3 ヶ月程度の余裕

があり水槽構築までの工程をずらしても問題なさそうであるが、請負業者の判

断で調整しても問題ないという理解でよいか。 

 

然り。 

 以 上     
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3.1.3.2.3 検討結果の整理 

 

外部技術者からの助言一覧 

（印旛沼二期地区 一本松機場斜面配管改修 ： 第２回設計業務打合せ） 

 

施設

名 

項目 助言内容 

一
本
松
機
場
斜
面
配
管
改
修 

施工計画 クレーン選定検討について 
・70t クレーン検討については、全体管割も考慮して検討すること。 

 

ワイヤーソーの切断面について 

・側壁の切断端面は露出してしまうので、打ち継ぐ面に対してはアンカー打設

や一体化のためのチッピングを検討すること。 

仮設計画 吐口水槽拡幅工事のライナープレート 
・ライナープレートの位置がトンネル入口に近接しており、アンカー施工

や押さえコンクリートの設置スペースが狭小となっているので見直すこ

と。 
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3.1.3.2.4 打合せ資料 
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3.1.4 施工上の留意点の整理 

 

項目 施工上の留意点 

施工計画 ・斜面施工に用いる RCM 工法のアンカー、ワイヤーの設置について確認す

ること。 

・斜面掘削後の法面保護の吹付について、吹付仕様を確認すること。 

・吐出水槽拡幅工事のライナープレートの背面については、緩みおよび偏

圧防止のため裏込め注入を行うこと。 

・吐出水槽のワイヤーソー切断面と新設構造物の一体化について、チッピ

ングやアンカー等により一体化の処置を行うこと。 

・機場側のポンプ設備更新工事と工事期間が重なる場合、施工ヤード等の

工程管理に留意すること。 

安全 ・機場前の道路幅が小さく、住民の生活道路となっているため工事車両の

誘導等に注意すること。 
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